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教育目標  

たゆまず学び 

工夫する子 

きまりを守り 

協力する子 

にこやかに心も体も

元気な子 

生活目標 すすんではたらこう 

行事予定（授業日数２０日）（ ）内数字は学年 

１ 火 校外学習（１・２） 

２ 水 学力フォローアップ 

３ 木 
文化の日  

校庭開放１２：００～１５：００ 

４ 金 読書月間終 

５ 土  

６ 日 校庭開放１２：００～１５：００ 

７ 月 NIE ロングタイム 

８ 火 読み聞かせ（１～３） 

９ 水 学力フォローアップ 

１０ 木 音楽朝会 委員会  

１１ 金 読み聞かせ（４～６） 消防署見学（３） 

１２ 土  

１３ 日 校庭開放１２：００～１５：００ 

１４ 月  

１５ 火 安全指導 

１６ 水 ４時間授業 学力フォローアップ 

１７ 木 音楽会始 児童鑑賞日 

１８ 金 音楽会  児童鑑賞日 ５時間授業 

１９ 土 
音楽会終 保護者鑑賞日   

水曜時程５時間授業 

２０ 日 校庭開放１２：００～１５：００ 

２１ 月 振替休日 

２２ 火  

２３ 水 
勤労感謝の日 
校庭開放１２：００～１５：００ 

２４ 木 体育朝会 クラブ 

２５ 金 社会科見学（５） 

２６ 土  

２７ 日 校庭開放１２：００～１５：００ 

２８ 月 
４時間授業 

研究授業（６年１組のみ５時間授業） 

２９ 火  

３０ 水 学力フォローアップ 

★予告なしの避難訓練があります。 
（１２月の校庭開放） 
 ４日・１１日・１８日 
（１２月の主な行事予定） 
３日           土曜授業 ショートマラソン 
６日           開校記念日 開校を祝う会 

２６日～１月７日 冬季休業日 

１１月の予定 
 

滝野川第二小

ホームページ  

「様々な実りの秋に」 
校長 蓮実 和代  

急に朝晩肌寒くなり、体が季節に追いつかないようで

す。最近は、「寒暖差疲労」という言葉も聞くようにな

りました。栄養バランスのよい食事と睡眠で、子供たち

と共に元気に過ごしていきたいものです。  

１０月２０・２１日には、４組の４～６年生が、那須

宿泊学習に出かけました。２日間共にこれまでにないく

らいの好天に恵まれ、爽やかな秋晴れの中、動物と触れ

合ったりハイキングをしたりと自然を満喫してきまし

た。マウントジーンズを登るゴンドラからは、紅葉で紅

や黄色に色付く山々や眼下に広がる街の景色を眺める

ことができました。夜はさすがに冷え込みましたが、少

し冷たい空気の中で、キャンプファイヤーの火のぬくも

りを感じ、天の川が見える星空を楽しみました。子供た

ちは、行きの車中ではお家の方がいないことに少々不安

気味でしたが、帰る頃には自分のことは自分でできるこ

とに自信をもち、もう少し泊まりたい様子も見られまし

た。ひとまわり成長できたと思います。他の学校の皆さ

んとも交流することができ、貴重な経験となりました。 

さて、現在学校では、体育館から教室から、楽器の音

色が聞こえてきます。音楽会に向けて、本格的な練習が

始まりました。休み時間には、体育館で練習している高

学年の様子を低学年の児童がのぞいて、「すごいな。か

っこいいな。」とつぶやいていました。音楽会では、歌

声を合わせる、リズムを合わせる、心を合わせることを

通して、一人ではできない音楽を創り出す楽しさや喜び

を味わって欲しいと思います。保護者鑑賞日は、１９日

（土）です。今回も密を避けるために、１家庭２名まで

の指定席での参観とさせていただきます。ご不便をおか

けしますが、ご協力宜しくお願いします。  

 

～お知らせ～ 

実りの秋と言いますが、学校にも嬉しい実りの便りが

届いています。本校では、NIE 活動（新聞活用教育）に

取り組んでいることをお伝えしていますが、夏休み中の

課題として取り組んでいただいた「いっしょに読もう！

新聞コンクール」で、複数の賞をいただきました。 

【個人の部】  

東京最優秀賞 ３年      さん 

入選 １年      さん 

              ６年      さん 

【団体の部】 

  東京最優秀学校賞  北区立滝野川第二小学校 

コンクールに参加した皆さん、おめでとうございます。

NIE タイムは、火曜日の朝の１５分と月に１度の NIE

ロングタイムとしての１時間のほんのわずかな時間で

すが、今を生きる皆さんに、新聞を通して今を知り、感

じ、自分事として考えて欲しいと願っています。  

 


